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写真◎青木盛安、SURF ROCK INTL.
Photos: Moriyasu Aoki, SURF ROCK INTL.

注目のサーファー＆ミュージシャン、
ウィル・コナーが、セカンドアルバムとなる
『チケット・アウト・オブ・ヒアー』のプロモーションのために
オーストラリアから来日した。ウクレレとギター、それに
サーフボードを持って……。

Will  C o n n

　あくまでもナチュラルで素朴な歌声と、まっすぐなメッセ
ージ。ウィル・コナーは、新たなサーフミュージックの担い
手として注目を集めるミュージシャンである。出身はアメリ
カ・フロリダ州。ヒッピーの両親に連れられて、幼い頃オー
ストラリア・バイロンベイに移り住んだ。バイロンベイとい
えば、素晴らしい波が存在するサーフタウンにして、ヒッピ
ータウン。ウィルの父親であるビルはヒッピー＆サーファー
だったのである。ウィルのまわりには、だからいつも音楽と
サーフィンがあった。初めてのサーフィンはまだほんの幼い
頃。家族や仲間たちとBBQパーティーを開けば、最後はい
つも皆で歌を歌った。そして当然のように、ウィルは音楽と
サーフィンの腕を上げていく。ラスタやボウ・ヤングとはサ
ーフィン仲間で音楽仲間。『ブルーホライゾン』をはじめい
くつかのサーフィン映画にもウィルの曲が使われている。
　そしてもうひとつ、ウィルが父から受け継いだのが帽子づ
くり。父のビルはもう30年以上にわたってオーストラリア
スタイルのカウボーイハットをつくっているが、ウィルはも
う少し若者向けのニットキャップを主に手がけている。音楽
とサーフィン、そして帽子づくり。父親から受け継いだヒッ
ピー＆サーファーのサーフライフスタイルは、音楽というか
たちで実を結ぼうとしている。

ウィル･コナーの
日本滞在218時間

文◎富山英輔
Text: Eisuke Tomiyama

n e r

繊細で物静かな印象を与えるウィル。そして、その人柄と音楽からは、メローさの中にあ
る芯の強さを感じさせる。左の写真は、江の島観光の途中で煎餅にトライするウィル

5月24日の鵠沼。波は小さかっ
たが、とりあえず水に浸かろう
と、ロングボードを借りてパド
ルアウト。さらりと気持ちよさ
そうに、何本かの波に乗った

最近、いい波で有名なレノック
スヘッドの近くに引っ越したウ
ィル。今回の日本では波がなく
て残念だったが、ウィルのずっ
ぽりチューブ写真を何枚か見た

ウィルが持ってきた板は、マイケル・ピーターソンの当時のボードからテンプレットをと
ったという正真正銘のレプリカ。シェイプはオーストラリアのフリル・マイヤース
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ロバート・ハリスさんの収録後、ビルのカウボーイハットをかぶって記念撮影

ニューアルバム大プッシュ中

箸を上手に使って、麺もOKライブ前に一人調整中

DJ、ロバート・ハリスさんと意気投合。時間を大幅にオーバーして話が弾む

ポニーキャニオンの担当者、澤崎さんと。大阪の電車内で何やら空腹を満たす

湘南でのサーフ＆リフレッシュ後、HMV横浜でインストアライブ

到着は若干送れぎみ

どこでも熱烈歓迎に感謝のウィル 税関通過、無事に日本入国

大阪で本場のお好み焼きを体験。日本在住5年目くらいの風格？オンショアでゲィングアウトがハードながら、アウトに出れば十分楽しめた

Will  C o n nn e r
　5月17日にポニーキャニオンから発売されたセカンドア
ルバム『チケット・アウト・オブ・ヒアー』のプロモーショ
ンのため、5月16日から25日まで日本に滞在したウィル。
成田空港に降り立ったウィルの荷物は、ビラボンの旅行バッ
クと、ギター、ウクレレ、そしてサーフボード。ウィルにと
って3度目の日本。最初は昨年10月、間もなく公開予定の
テイラー・スティールの新作『シッピング・ジェットストリ
ーム』の撮影のためで、ドノバンやラスタと一緒に奄美大島
を旅した。続く今年1月には、トリスタン・プリティマンの
オープニングアクトを務めた。そして今回。東京、横浜、大
阪と各地でインストアライブやラジオ出演をする忙しいスケ
ジュールの合間に、湘南と千葉でしっかり波乗りも味わった。
　たとえばある日、朝横浜でラジオの生出演をした後、湘南
でサーフし、HMVでのインストアライブのため横浜にとん
ぼ返り。きっと水に浸からないと調子が悪いんだろうなとい
うキャラクターを感じさせる。普段のウィルはとてもメロー
で物静かだが、ビーチでは少し元気な感じになり、海の中で
は生き生きという変化が面白い。帰国前日には千葉入りして
波乗りを楽しみ一泊。最後は温泉で潮を流してから成田に向
かった。そして、オーストラリアに帰国すると、すぐ後にジ
ャック・ジョンソンが遊びに来て、一緒にいい波を当てたと
いう。サーフミュージックと言うからには、やっぱりそうで
なくっちゃと思うのである。

16日
16:55 成田着。都内のホテルへ

17日
午前中 ラジオの電話インタビュー
 など
16:00 ポニーキャニオンにて
 ショーケースライブ
 その後、東京FMに生出演
 した後、ショーケース
 ライブの打ち上げ
 パーティーに戻る

18日
半日オフ。
夕方 打ち合わせ
22:00 六本木のスタジオで
 LOVE FM（熊本）の収録

19日
昼からベイFMで収録
13:00 インターFMに生出演
夕方 WOW WOWの収録
19:10 新宿タワーレコードにて
 インストアライブ＋サイン会

20日
8:00 FM横浜に生出演
10:00～1:00　湘南でサーフ
15:30　横浜に戻り、HMV横浜にて
インストアライブ＋サイン会

最終日は千葉で波乗りし、
温泉で潮を流した後、成田空港へ。
まさにサーファースタイル。

21日
朝、大阪へ。
タワーレコード梅田NU茶屋町でイン
ストアライブ＋サイン会

22日
朝　京都アルファステーションに
生出演
大阪に移動
昼過ぎにFM大阪生出演
その後、FM802収録、
FM COCOLO生出演
19:00　新幹線で東京へ。
湘南にステイ

23日
終日オフ。
湘南で波チェックするも波なし
NO SURF

24日
『サーフトリップジャーナル』取材
湘南で波乗り＆撮影の後、千葉へ

25日
千葉で波乗り
19:00の便で帰国。

居酒屋風メニューに大満足の表情

ケイソンと一緒に記念写真

ジャパニーズ・スタイルで着替え終了


